
＜注意事項＞

●研究経費使用内訳について
「申請額・決定額」には審査の結果決定した金額（最終的に申請書に記載した金額）を記載して下さい。合算使用をされた場合は、「他の経費」の記載を忘れずに行ってください。「他の経費の種類」は以下の２種類です。
・「一般運営財源教育経費」
・「リーディングプログラム財源（海外渡航支援や国内研修支援等の学生支援）」
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
北海道大学　博士課程教育リーディングプログラム

「物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリーダー育成プログラム」

2022年度博士課程教育リーディングプログラム独創的な研究活動経費 実績報告書
＜研究実績報告書＞
提出年月日：　　　年　　　　月　　　　日

	申請者
	氏　　名
	ふりがな

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　 
	LP-ID
	

	
	所　　属
	
	E-mail
	

	研究課題
	

	研究期間
	2022年9月　～　2023年3月

	
	所属部局
	職名
	氏名

	指導教員
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



１．研究経費使用内訳

	支　出　項　目
	申請額・決定額
	実支出額
	摘　要

	１　少額備品費・
高換金性消耗品費
２　消耗品費

３　国内旅費

４　外国旅費
５　その他

	100,000円
70,000円
0 円
100,000円
30,000円

	100,000円
53,320円
(5,000円)
60,000円
66,680円
(200,000円)
20,000円
	パソコン（データ解析用）
エタノール、ヘキサン等試薬4種類
量子計算に関する専門書 2冊
国内学会旅費
（東京：○○学会）
国際学会旅費（カナダ：□□学会）
国際学会参加費（□□学会）


	支出合計
	300,000円
	300,000円
	

	
	
	他の経費 計
	他の経費 種類

	
	
	(205,000円)
	一般運営財源教育経費、
リーディングプログラム「海外渡航支援」


※他の経費と合算使用をした場合は、その分の金額を実支出額の（　　　）に記入して下さい。また、「他の経費 計」のところにはその
合計金額を、「他の経費 種類」のところには使用した経費の種類を記載して下さい。
２．研究実績の概要

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、必要に応じて図表をくわえて、できるだけ分かりやすく記述すること（図表含めて１ページ以内）。

	（半ページ以上は文章として、空欄が多くならないように記載ください。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．キーワード
(1)                         (2)                          (3)                        (4)                         
(5)                         (6)                          (7)                        (8)                                  　 
４．現在までの達成度

　下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、

その理由を簡潔に記述すること。

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。

	（区分）

	（理由）

（７００－１０００字を目安に記入ください）


５．今後の研究の推進方策

　本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点

があれば、その対応策なども記述すること。

	（７００－１０００字を目安に記入ください）



６.研究発表（2021年度の研究成果）
〔雑誌論文〕　計（　　）件　　うち査読付論文　計（　）件
例（※例は削除しご提出ください。）
“論文タイトル”, 著者名, 雑誌名, 年, 巻, 最初の頁―最後の頁 [査読の有無]

“Control Superstructure of Rigid Polyelectrolytes in Oppositely Charged Hydrogels via Programmed Internal Stress”, R. Takahashi, Z. L. Wu, Md. Arifuzzaman, T. Nonoyama, T. Nakajima, T. Kurokawa, J. P. Gong, Nature Communications, 2014, 5, 4490-4496 [査読有り] DOI:10.1038/ncomms5490
　〔学会発表〕計（　　）件　　うち招待講演　計（　）件
“発表表題”、発表者①, 発表者②, 発表者③、学会名, 開催年月日　(発表国、都市)
　〔図　書〕　計（　　）件
書名、著者、出版社、発行年、総ページ数

７．研究成果による産業財産権の出願・取得状況
　〔出　願〕    計（　　）件  
産業財産権の名称、発明者、権利者、産業財産権の種類・番号、出願年月日、国内・外国の別
　〔取　得〕    計（　　）件 
産業財産権の名称、発明者、権利者、産業財産権の種類・番号、出願年月日取得年月日国内・外国の別
・「摘要」については、出来るだけ具体性をもたせて記入して下さい。全てを記載する必要はありません。


・少額備品：10万円以上50万円以下で耐用年数が1年以上の物


・高換金性消耗品：10万円未満のパソコン及びタブレット端末


・消耗品：10万円未満で耐用年数が1年未満の物。





記 載 例








4　　　　（申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　）

